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4    次年年度度以降降の計画  
 

4.1    外部評価結果の指摘事項  

平成 28 年度外部評価報告書においては、以下の点が指摘事項として掲載されている。 

 

基準 1: 事業の目的・意義および学習・教育目標の設定と公開 

• 貴学が主催することによる強み、例えば IT とデザインシンキングによるビジネスモデル創出

などをもっと前面に押し出した遡及があればさらに良い。 

• 学習・教育目標は、「ディプロマポリシー」の形で記述することがより望ましい。そのうえでアド

ミッションポリシーとの整合性を図りつつ、カリキュラムポリシーも制定するとより良い形になる

のではないか（全学ではアドミッションポリシーのみ確認できる）。社会の要請は時とともに変

化するので、それを汲み上げ反映させるプロセスが明確になっているさらに良い。 

 

基準 2: 学生受け入れ方法 

• 専攻のアドミッションポリシーとの整合性を検討されたい。情報アーキテクチャ専攻のポリシ

ーには「ビジネス価値」の記述があり、問題ないが、創造技術専攻にはビジネスの視点がな

いので今後の課題と考える。 

• 成績以外にも起業家マインドなどを考慮する仕組みもあっても良いかもしれない。 

 

基準 3: 教育方法 

• 単位の実質化との関係で、各講義回の予復習の内容などを明記する必要性については今

後の課題と考える。 

 

基準 5: 学習・教育目標の達成 

• ディプロマポリシーの制定については今後の課題と考える。 

 

基準 6: 教育改善 

• 学生については修了後のフォローアップやそれに基づく人材育成方法の効果検証を実施

することは今後の課題と考える。 

 

基準 7: 事業計画の進捗 

• この素晴らしい取り組みをさらに社会に認知させ多くの人材を輩出してくために、企業への
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